
（83）

朝
倉
景か

げ

鏡あ
き
ら

墓
と
太た

夫ゆ
う

殿
松

村
岡
山
城
跡
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）、
一

向
一
揆
勢
が
平
泉
寺
を
焼
亡
さ
せ
た
時
の
拠
点
と
し

て
知
ら
れ
る
。「
朝
倉
始
末
記
」
に
よ
る
と
、
四
月

十
四
日
、
北
袋
・
南
袋
・
七
山
家
の
一
揆
勢
が
協
議

し
、
村
岡
山
を
平
泉
寺
に
奪
わ
れ
る
と
大
き
な
痛
手

を
受
け
る
の
で
先
手
を
打
っ
て
、そ
の
夜
堀
を
掘
り
、

塀へ
い

柵さ
く

・
乱ら

ん

杙ぐ
い

・
逆さ

か

茂も

木ぎ

を
結ゆ

う
て
た
て
こ
も
っ
た
。

驚
い
た
平
泉
寺
勢
は
、
軍い

く
さ

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

と
し
て
入
っ
て
い
た

朝
倉
景
鏡
勢
と
合
わ
せ
て
八
千
三
百
余
が
城
を
攻
め

た
。『
越
前
国
名
勝
志
』（
元
文
三
年
、
一
七
三
八
年
）

に
も
、「
平
泉
寺
ニ
朝
倉
式
部
太た

輔ゆ
う

楯た
て

籠こ
も
り

ケ
ル
カ
、

一
揆
退
治
ノ
為
ニ
式
部
ヲ
大
将
ト
シ
テ
差
向
ケ
ル

ニ
、
一
揆
共
山
手
ヨ
リ
後
ヘ
廻
リ
、
平
泉
寺
ヲ
放
火

セ
シ
間
、
衆
徒
両
所
ヲ
防
グ
ニ
謀
尽

は
か
り
ご
と
つ
き

テ
、
四
方
へ
落お

ち

行ゆ
け

ル
。
爰こ

こ

ニ
式
部
太
輔
ハ
僅わ

ず
か

五
六
十
人
ハ
カ
リ
ニ
成

テ
猶な

お

戦
ヒ
シ
カ
、
大
軍
ニ
取
籠か

こ
め

ラ
レ
、
皆
討
死
シ
、

式
部
一
人
ニ
成
、
太
刀
ヲ
胸
元
ニ
突
立
、
馬
ヨ
リ
下

へ
百ど

う

ト
落
ケ
ル
処
ヲ
、
袋
田
ノ
室む

ろ

屋や

ガ
オ
リ
合
セ
、

鎌
ニ
テ
首
ヲ
掻か

き

切き
り

ケ
ル
。
村
岡
山
ノ
麓
ニ
今
ニ
墓
ア

リ
」
最
後
ま
で
踏
み
止
ま
っ
た
朝
倉
景
鏡
も
十
歳
の

嫡ち
ゃ
く

子し

・
六
歳
の
二
男
と
共
に
首
を
は
ね
ら
れ
木
に
架か

け
ら
れ
た
と
あ
る
。

村
岡
山
麓
に
は
、
一
揆
衆
の
会
所
跡
（
尊
光
寺
の

も
と
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
憤
死
し
た
太
夫
殿
（
景

鏡
の
事
、
式
部
太
夫
と
い
う
官
職
名
、
太
輔
と
も
）

松
が
あ
り
、
景
鏡
の
墓
と
伝
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と

い
う
。『
大
野
郡
誌
』
に
は
、
明
治
維
新
の
数
年
前

ま
で
は
「
太
輔
様
松
」
と
も
称
し
、
周
り
二
丈
余
の

老
松
が
、
村
岡
山
麓
小
学
校
敷
地
に
あ
っ
た
が
、
何

時
の
頃
か
ら
か
松
も
伐
ら
れ
、
墓
も
所
在
知
れ
ず
と

な
っ
た
と
あ
る
。

朝
倉
景
鏡
は
一
乗
谷
の
朝
倉
義
景
の
一
族
で
大
野

郡ぐ
ん

司じ

（
戌い

ぬ

山
城
主
）
で
あ
っ
た
。
義
景
が
天
正
元
年

八
月
、
浅
井
家
援
助
の
た
め
出
陣
し
て
い
た
近
江
か

ら
撤
去
す
る
と
き
、
刀と

禰ね

坂
で
信
長
軍
の
追
撃
を
受

け
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
敗
退
し
た
義
景
は
一

乗
谷
を
捨
て
て
大
野
に
逃
れ
る
が
景
鏡
に
裏
切
ら
れ

て
八
月
二
十
日
に
自
殺
し
て
果
て
た
。
そ
の
後
景
鏡

は
越
前
一
向
一
揆
が
蜂ほ

う

起き

し
た
こ
と
で
身
の
危
機
を

感
じ
て
平
泉
寺
に
身
を
寄
せ
、
軍
奉
行
と
し
て
迎
え

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

家庭の日 

交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

409件 
71件 

3人 

－8 
－10

（24） （＋9） 

（2） （＋2） 
＋2

80人 
338件 

－16 
＋2

件数内訳 平成１９年１０月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

11月の納税 

国民健康保険税s3期 

納 期 限s11月30日（金） 

口座振替s11月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

9月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

10月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

13,063人 
14,289人 
27,352人 
8,110世帯 

11 
3 
14

13,057人 
14,282人 
27,339人 
8,117世帯 

6 
7 
13 
7

14 
10 
24

15 
23 
38

18 
23 
41

転　出 

人口の動き 

休日・祝日在宅当番医 
診療時間sAM９:００～PM５:００ 

消防署（188－0400） 

11/11
（日） 

小 林 眼 科  
187－7888

11/18
（日） 

芳 野 医 院  
188－2005

11/23
（金・祝） 

河 北 小 児 科 医 院  
188－1234

11/25
（日） 

クリニカ・デ・ふ か や 
188－0011

12/2
（日） 

竹 下 中 央 内 科 医 院  
188－1121

12/9
（日） 

小 林 眼 科  
187－7888

12/16
（日） 

た け と う 病 院  
188－6464

○
休
日
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

編集後記 

火災発生 

188－5100（テープ吹き込み） 
働く人びとに感謝し 
　　　自分でできる仕事や奉仕を受け持とう 
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sこの時期のぽかぽかと暖かい日

を小春日和といいますが、このよ

うな日は雪囲いなどの準備作業に

精を出し厳しい冬に備えたいも

の。ただ、けがのないようにくれ

ぐれもご注意くださいs城下町の

面影を取り戻し伝統行事に合った

風格のある街並みづくりが本町通

りなどで進められています。また

県内では初の試みとなるネットワ

ーク型の「まちの駅」も本町通り

で試験的にスタートしました。こ

のように魅力ある景観や落ち着い

た雰囲気でレジャー客や観光客な

どをもてなす仕組みも動き出しま

したので、今月号でご紹介しまし

た。ご一読ください。
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かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森かつやま恐竜の森

江戸時代末まで景鏡の墓と太夫殿松
があったといわれる小字名「太夫殿松」
周辺、村岡小学校校舎が建ち右側が村
岡山である


